資料４
合議体の長の選出について（案）
· 合議体の長は、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律施行令第４８条第２項において、不服審査会の指名する委員が長となるとされている。

· 平成１８年度総会において、合議体の長については、各合議体において指名することと議決されたところ。

· 今回、構成について議決いただいた合議体においても、その長の選出については個別の審査請求の事件を議論する委員間において決定することが合理的と考えられることから、各合議体に委ねることとする。

	障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律施行令（抄）

（合議体） 
第四十八条　不服審査会は、委員のうちから不服審査会が指名する者をもって構成する合議体（以下この条において「合議体」という。）で、審査請求の事件を取り扱う。
２　合議体のうち、会長がその構成に加わるものにあっては、会長が長となり、その他のものにあっては、不服審査会の指名する委員が長となる。


